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　海外に出て学校を選ぶとき、現地校やインターナショナルス

クールにするか日本人学校にするかと悩まれた方も多いのでは

ないかと思う。しかし、日本に帰るときにはインターか一般の

学校（ほとんどの帰国子女受け入れ校は入学枠があるだけの一

般の学校だ）か、というだけではなく、千里国際学園という選

択肢がある。

＜学期完結制＞

あなたが日本に帰国してから必要なことは何だろう？　どん

な勉強をしたいのだろうか？　それはあなたの将来とどのよう

に繋がって行くのだろう？　あなたが学んできたことを生かす

にはどうすればいいのだろう？　こんなことを真剣に考えて学

習カリキュラムを作ったら「学期完結制」（Term Course System）
というものができた。しかし、それは帰国生だけのためのもの

ではなく、国内の一般生や留学を考えている生徒、更に、いく

つかの科目を一緒に勉強している大阪インターナショナルスク

ール（OIS）の生徒達にとっても都合がよい。そして、日本の学
校に足りなかった自律的な学習を進めるよい方法であるという

ことも判ってきた。

本校が採用している授業システム、学期完結制は次の３本の

柱から成り立っている。

１． 学期完結制、　２． 自由選択制、　３．無学年制

　これらの説明をしよう。

１．学期完結制では 1年に 3回の新しいスタートがある。9月に
編入してきても、12月でも、もちろん 4月でも、編入生が
在校生と一緒に新しい学習を一から始めることになる。途中

からの参加ではない。数学を例にとって説明しよう。数学Ⅰ

をふたつに分け、どちらからでも始められる、Ⅰ αとⅠ β、同
様に数学Ⅱを分けたⅡαとⅡ β、そして数学Ａ、数学Ｂという、
主に高校２年間で学ぶ数学の科目は毎学期開講されている。

これらすべてが１学期で完結する授業になっていて、全生徒

が自分の進度に合わせて、どこからでも、いつからでも勉強

できるようになっている。詳しくは開講科目一覧という本を

みてもらいたい。ここにすべての授業の内容が書かれている。

授業担当者の名前もできる限り知らせるようにしている。こ

のような本があること自体が授業を大切にし、個々の生徒の

選択を尊重している学校の姿勢の表れだ。

２．自由選択制を活用し、高等部の生徒達は自分に必要な科目を

組み合わせて 1学期ごとに自分だけの時間割をつくる。これ
が帰国生にとってなめらかな学習の繋がりをもたらすことは

十分に理解して頂けると思う。更に重要なのは選び取る能力

を養うということだ。学期ごとに自分の学習を見つめ直し、

それに連なる自分の将来をじっくりと考えながら学園生活を

送るうちに、自分で自分の道を切り拓くという姿勢が育って

いく。人に言われるまま、みんなと同じようにやっていれば

無難に時が過ぎてゆくという、これまでの日本の学校や社会

はもう行き詰まっている。

　　　前に「上に進める大学がないからこの学校を選んだ。」と

いう保護者の話を聞いたことがある。確かに私達は付属の大

学を持つという形で生徒の将来を保証するのではなく、自分

の将来を見つめ、自分で道を切り拓く力をつけるという方法

で生徒の将来に関わりたいと思う。個性豊かな、自立した本

校の生徒にとって、付属の大学は不必要なのだろう。それは

卒業生の多岐に渡る進路によって証明されている。

３．海外校から来た生徒達に最も適合する授業が１学年の枠に収

まるはずがない。日本人学校や国内からの生徒達も大変個性

的だ。生徒ひとりひとりの個性を生かすためには、学年の枠

を外す、無学年制が必要になる。幅広い選択肢の中から、取

りたい授業を、取りたい時に、選ぶとしたら、それはもう横

並びになるはずはない。同じ授業の隣の席に別の学年の生徒

が座っているというのは一般の学校では非常に抵抗が大きい

であろうが、本校ではこれを乗り越えた。日常の光景だ。多

くの人々がこのシステムの意義を理解してくれたからだと思

う。異質な他者との違いを認め、尊重し、受け入れ、学び合

うという千里国際学園の理念はここでも生きている。この学

校では授業以外でも学年を越えた交流が多く見られる。先輩

後輩をそれほど強く意識しないで済む異年齢間の交流は兄弟

姉妹が少なくなった現在では貴重な経験となるだろう。

このような授業のシステムによって帰国生が現地で苦しみな

がら身につけた力、自ら学ぶ姿勢や豊かな表現能力が更に磨か

れていく。日本の多くの学校では積極性や自己主張は嫌われ、「お

となしく」みんなに合わせていくことを帰国生に強いる場合が

しばしばあるが、千里国際学園では帰国生から学ぼうという姿

勢が開校以来ある。そして、これらの帰国生が持ち帰る良さは

日本の教育改革が目指している方向と合致している。
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